
 県県事事協協だだよよりり  
  NO.70  

２０１１年 12 月 16 日 

発行 鹿児島県公立小中学校事務職員協議会 

編集 県事協理事会 

 
      

 

第 3 回評議員会を開催 
 

～2012 年度に向けての事業骨子 

予算編成案を提案～ 

 

 先月 30 日に第 3 回評議員会を開催し，2012 年度

の事業骨子・予算編成案について理事会より提案し

ました。 

冒頭の会長あいさつで，迫田会長より「・・・県事協

が発足して 10 年経ちました。県事協の組織立ち

上げから一貫して確認されていることは，「県事

協は全県下の事務職員が参加し，等しく公平に情

報を共有できる全県的組織である」ということで

す。一部の者や理事のための組織でないというこ

とです。ですから，個々の事務職員の地区での集

合体である各地区事務職員協議会は県事協の運

営に責任を持つ立場だということです。発足当初

はその辺が一定，共通理解されていましたが，ア

ンケート等での会員のニーズに答える事業を継

続的に実行するため，県事協から各地区に役員の

選出など協力依頼している内に県事協は理事な

どの役員が行うものと変わってきているように

思われます。県事協の活動の基本は地区事務職員

協議会がベースだということを再度認識してい

ただき，地区事務職員会の更なる充実と活動の活

発化を期待します。・・・ 

 例年この時期の評議員会では事業案と予算案を提

案していましたが，2012 年度に向け数度にわたる理

事会での協議から地区事務職員協議会へ事業提案

を行い，各協議会の協議結果を反映することになりま

した。詳細については各地区評議員より提案があると

思いますので十分な検討をお願いします。今後とも

県事協は設立の精神を忘れることなく活動していきた

いと考えます。多くの方の積極的な参加と関わりを期

待しています。 

（文責 理事・寄井田） 

 

 

 

 

 

 

 

いちき串木野市学校事務職員会について 

        

串木野小学校 松元 千年 

  

日置地区の報告として、今回はいちき串木野市事務

職員会の活動状況等を紹介します。 

 本会は小学校８名（内共同実施加配１名），中学校

５名計１３名の事務職員で組織され，月１回程度の研

修会と年１回の研修視察を中心に活動しています。

平均年齢は高いですが，適度の構成人数のためまと

まりのある活動や運営ができていると思っています。 

 さて，いちき串木野市では昨年 10 月に学校事務支

援室が制度化され，準備が整わないままに見切り発

車して，支援室の活動が２年目を迎えました。この１

年間は県費（主に諸手当認定事務・相互点検）を中

心とし，他の業務は研究を進めながら徐々に実践に

繋げる方向で取り組んできています。４ブロックごとに

月２回のペースで支援室を開催していますが，どこも

暗中模索を続けながら，支援室の充実へと進めてい

る状況です。同時に，市研修会では，毎回各支援室

の活動報告を設定し，共通する課題や業務実践を全

員で共有し連携を深めるように努めています。現段

階では支援室として顕著な成果はまだ出せていませ

んが，少しずつ変化が進んでいるとは感じています。

個人的にどんな変化があったかと考えると，まずは支

援室の業務が加わり更に忙しくなりました。支援室で

の業務だけでなくその前後の準備や研究が必要にな

りました。加えて認定等の事務の正確さが今まで以

上に求められています。逆に，業務の検討や情報交

換を参考にして兼務校の事務処理方法等を勤務校

へフィードバックができ，且つ，自分の資質向上に役

立てることができたことも多々ありました。 

 今後，全県的に支援室が設置されていきますが，

共同実施の制度自体は避けて通れない制度です。

本会としては，支援室業務の検討・研究そして実践を

試行錯誤しつつ，県下各地区や市町村での研究・実

践を相互に交流することで，鹿児島的な支援室の進

むべき方向性を見出していければと思っています。 

 

 

活動経過及び予定 

9 月 22 日(木) 県事協だより NO.68 発行 

10 月 13 日(木) 県教委教職員課など各団体へ 

マニュアル点検依頼 

10 月 28 日(金)  第 8 回理事会 

              県事協だより NO.69 発行 

11月18日（金） 臨時理事会（点検された諸手当認定・

電算マニュアルの受取等） 

11 月 30 日(水) 第 9 回理事会 

           第 3 回評議員会 

 

 
 

 

県事協

  



 
 
 
 

県教育庁教職員課発行（平成２３年１０月作成）の

諸手当認定マニュアルが各学校にメールで配信され

てきました。この件について県事協の会員の皆さんか

ら地区の評議員を通していくつかの質問がありました

ので、県教委に聞いて回答がありましたのでお伝えし

ます。 

 

質問 1 

どういう経緯で発行に到ったのでしょうか？ 

 

回答 

  県事協で作成されているマニュアル本は、現場に

おいて非常に役立っていると聞いているし、内容も具

体化されたものであるので有り難いと思っています。 

ただ、一部において県事協に加入されていない地

区があります。そういう地区にはマニュアル本が配

置されていない学校もあり、地区事務職員研修会で

教育事務所に「マニュアル本が欲しい」との要望が

２，３あったようです。県教委としても当初作成してか

ら５年経過した節目として今回に到りました。 

 

 

質問 2 

県事協のマニュアルが学校にあるのですが、使っ

ていいのですか？ 

 

回答 

県事協のマニュアルはどうぞお使い下さい。県事

協の方が具体例も多いし、学校現場に即したものだ

と思います。 

 

 

質問 3 

また、来年も更新されるのですか？ 

 

回答 

更新については特に考えていません。改正等があ

った場合は通知を出しますので。毎年更新してもペ

ーパーの無駄使いと指摘を受けると思います。  

 

 

県事協としては今後も県費事務改善検討委員会

を継続していきます。ただ、一部に県事協のマニュア

ルが届かないところがある現状を受けて全県下に行

き渡るような対策を講じていきたいと思います。 

 

         （ 副会長   吉井 文明 ） 

 

 

 

姶良・伊佐地区事務職員協議会の紹介  お 知 ら せ  

報告 伊佐市立針持小学校 上西 勉 

 

 私たちの姶良・伊佐地区事務職員協議会は，霧島

市・姶良市・涌水町・伊佐市の３市１町の事務職員で

構成され，総勢９０名です。鹿児島市につぐ規模の

霧島市をかかえ，学校数も９７校になります。 

 地区の研修会は５・８月の２回開催されます。その

他にも市町単位での研修会を実施しています。協議

会の活動としては広報紙「ランプ」を年２回発行して

います。本年度１回目の発行は，「県の事務監査」と

「各市町の学校事務の共同実施」の状況を報告して

もらい掲載しました。地区が広域化され情報がとどこ

おりがちになるのを少しでも解消したいと思います。

また，８月の地区研修会終了後「ボーリング大会」を

実施し，懇親を深めました。 

 学校事務の共同実施の状況は，各市町ごとにまと

めると下記の様になります。 

霧島市は本年度５月１３日に市教育委員会より共

同実施についての提案がありました。提案内容は県

の（案）とはかなり異なるもので，霧島市内の支援室

の数は５（通常の支援室と比べ学校数が倍）・学校事

務センターの設置（支援室の総括・指導）・学校事務

センターにセンター長・市教委よりさまざまな支援室

業務の例示（主に市費）が主な内容です。２０１４年４

月に本格実施をしたいとして，研究推進委員会（メン

バーは市教委・事務職員）で論議中です。7 月には

学校事務センターが「霧島市学校事務総括支援室」

と変更して市教委から再提案がありましたが，依然県

の（案）とかなり異なり事務職員に及ぼす影響も大き

い事から，注目していかなければならないと思いま

す。 

姶良市はほぼ県の（案）に沿った形で，２０１２年４

月より順次試行に入り，２０１３年４月より市内全域で

実施予定です。 

 伊佐市もほぼ県の（案）に沿った形で，２０１２年４月

より菱刈地区を先行実施する予定です。 

 涌水町は本年度１０月より本格実施されました。ほ

ぼ県の（案）に沿った形で規則制定等され，辞令も発

令されたそうです。支援室の数は１で月１～２回程度

実施し，当面認定事務等を中心にやっていく予定だ

そうです。 

 学校事務職員を巡る情勢もめまぐるしいものがあり

ますが，よりよき制度となるように努力していかなけれ

ばならないと思います。 

 

 

 
 

6・西部 3 校の 4 地区に分け、月 2 回の中部・西部、月 3 回の

東部、毎週午後半日の南部とそれぞれの実情に応じて活動

回数、中身も違った。無理に揃えないところがいいのかもしれ

ない。学校統廃合で枠組みを平成 25 年度には変えるらし

い。2 日目の生目中学校の先生はとにかくできる人だった。現

場で何をやるための支援室なのかを追求していた。（松） 

宮崎に視察に行ってきた。日向市では東部 6・中部 6・南部


